
古紙を配合しています。環境にやさしい植物性
インキを使用しています。☎042−383−1111

（かけ間違いにご注意ください） FAX042−383−0022
「市長へのファクス」ふれあい24発行・小金井市　編集・広報秘書課

〒184-8504　小金井市本町6-6-3
市役所代表

市職員募集
令和７年度令和７年度

市ホームページ

詳細はこちら

小金井市で働くということ
　本市はみどりが多く、都心までのアクセスも良く、コンパクトシティであることが特徴です。４km四方に広がるコンパクトな街の中に約１２４,０００
人の市民が暮らしていることから、我々市役所の職員は日々、市民との距離が近いところで仕事をしています。また、職員数は約６５０人ほどで、組
織が大きすぎず、お互いの顔と名前がわかる中で仕事ができることも魅力の一つです。

募集内容・応募方法
■採用予定日令和７年４月１日（火）
※ただし、欠員等の状況に応じて、令和６年度内での採用となる場合があります
■要項配布場所等職員課、市役所第二庁舎１階受付、市ホームページ
e試験内容等詳細は、要項または市ホームページをご覧ください
m６月２４日正午までに市ホームページで申し込みのうえ、６月２４日（必着）まで
に必要書類を郵送で職員課人事研修係（〒１８４−８５０４住所不要・市役所本庁舎１
階☎０４２−３８７−９８０８）へ

試験区分 職種 資格等要件 採用予定人数

上級職 一般事務 平成９年４月２日から平成１５年
４月１日までに生まれた方 若干名

市が求めている人材は
何事も意欲的にチャレンジする“あなた”です。

一緒に小金井の未来をつくりましょう！

経営志向 チャレンジ精神 チームワーク市民感覚・市民協働

市職員が育む「４つのアプローチ」

納付書裏面等に記載の場所で納付してください。
便利な口座振替をご利用ください。

７
月
１
日（
月
）

納
期
限
の

お
知
ら
せ

市民税・都民税……………第１期分

ホ ー ム ペ ー ジ　https://www.city.koganei.lg.jp/
モバイル（携帯電話）版　http://www.city.koganei.lg.jp/m/index.html

イベント等の最新情報について
は、事前に各担当部署や主催者に
お問い合わせいただくか、市ホー
ムページをご確認ください。

こきんちゃん
令和６（2024）年

毎月１・15日発行

NO.1556 6 1/



掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

東小金井事業創造センター（KO−TO）の入居者募集東小金井事業創造センター（KO−TO）の入居者募集

　KO−TOでは、個室の入居者を募集しています。２４時間３６５日利用でき、事業に必要なデスクや備品を自由にレイアウトで
きます。数名のスタッフが並んで作業することも可能です。登録料や共益費がかからないため、初期費用を抑えて事業が始め
られます。法人登記や会議室の利用も可能です。創業の拠点として、ぜひご検討ください。
■募集施設個室１室＝月額３５,０００円・約６㎡
■利用期間原則３年
■応募要項配布場所等同センター、経済課（市役所第二庁舎４階）、同センターホームペー
ジ（https://ko-to.info/）
m６月２０日（必着）までに、郵送または直接、申請書等を東小金井事業創造センター（〒
１８４−０００２梶野町１−２−３６☎０４２２−３１−２０４０）へ 内観

同センター
ホームページ

外観

　内閣府の調査によると、１５〜６４歳のひきこもり状態にある方は１００万人
を超えています。
　ひきこもり状態は、子どもから高齢者まで幅広い年代で起きることが分
かっており、その原因も多様です。また、家や部屋に閉じこもっている方
から、コンビニや趣味による外出はしても家族以外の人との交流をほとん
どしない方まで状況もさまざまです。

　ゆっくり自分のペースで社会とつながっていくために、まずは相談して
みませんか。ひきこもり状態を繰り返す方や社会とのつながりが薄いと感
じている方なども相談できます。
i相談について＝福祉総合相談窓口（☎０４２−３８６−０２９５）、制度について
＝地域福祉課生活福祉係（☎０４２−３８７−９８４０）

本人や家族に支援が
必要そうだけど
どうしたらいいの？

ひきこもりの
家族がいる方と
お話ししたい

働いてみたい
けど自信がない

親亡き後の
生活が心配

人と話すことは
苦手だけど、家以外にも
居場所が欲しいな

ひきこもりの方や家族等を支援していますひきこもりの方や家族等を支援していますひきこもりの方や家族等を支援していますひきこもりの方や家族等を支援しています

相 談 先

お気軽にご相談ください

　相談員による傾聴後、適切な専門機関と連
携します。本人、家族、関係者の方など、お
気軽にご相談ください。
■受付時間▷午前８時３０分〜午後５時（土曜

・日曜・祝日を除く）▷原則毎月第１日曜日
午前９時〜午後１時（市休日窓口の第１開庁
日に準ずる）

b社会福祉協議会
i市福祉総合相談窓口（☎０４２−３８６−０２９５）

――◇共　通◇――

市福祉総合相談窓口

ひきこもりで悩む
家族がつどう場所

　家族の方が安心して話すことができ、悩
みを共有し合える場所です。
d毎月第２火曜日午前１０時から

居場所プロジェクト in Koganei
（ひきこもり当事者の会）

　ひきこもり・不登校の経験者や生きづら
さを感じている方が集う場所です。
d毎月第１火曜日午後３時から

東京都ひきこもりサポートネット
　電話やＥメールでの相談、訪
問による相談を行っており、ひ
きこもりに悩む本人や家族、友
人などからの相談を受け付けて
います。

同サポートネッ
トホームページ

地域若者サポートステーション
　働くことに踏み出したい１５〜
４９歳の、就業・就学していない
方が職場定着するまでを支援す
る厚生労働省委託の機関です。 同ステーション

ホームページ

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 6・6・1 2
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お
知
ら
せ

in
fo
rm
a
tio
n

公
共
下
水
道
事
業
審
議
会

委
員
募
集

　

公
共
下
水
道
事
業
の
適
正
な
財

政
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、
調
査

・
審
議
し
ま
す
。

t
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

令
和
６
年
８
月
１
日
現
在
１８
歳
以

上
の
方

s
３
人
（
選
考
）

■
任
期
８
月
１
日
～
令
和
８
年
７

月
３１
日

■
報
酬
１
万
円
（
１
回
）

e
▽
市
が
設
置
す
る
附
属
機
関
等

の
委
員
は
、
原
則
２
つ
ま
で
▽
小

論
文
は
返
却
し
ま
す
▽
選
考
基
準

・
方
法
等
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

m
６
月
２８
日
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直

接
、
小
論
文
（
８００
字
以
内
・
課
題

＝
「
応
募
動
機
」）・
住
所
・
氏
名

・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
下
水
道
課
業
務
設
備

係
（
〒
１８４

−

８
５
０
４
住
所
不
要

・
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
２
８
f
０４２

−

３８７

−

７
２

２
２
）
へ

第
３
期
保
健
福
祉
総
合
計
画

を
策
定

　

同
計
画
は
、
地
域
福
祉
計
画
、

障
害
者
計
画
・
障
害
福
祉
計
画
・

障
害
児
福
祉
計
画
、
介
護
保
険
・

高
齢
者
保
健
福
祉
総
合
事
業
計

画
、
健
康
増
進
計
画
の
４
つ
の
計

画
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
、
市

が
め
ざ
す
保
健
福
祉
の
在
り
方
を

示
す
計
画
書
で
す
。

■
閲
覧
場
所
等
地
域
福
祉
課
（
市

役
所
第
二
庁
舎
２
階
）、
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
（
同
６
階
）、
図
書

館
本
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

i
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係
（
☎

０４２

−

３８７

−

９
９
１
５
）

第
５
次
基
本
構
想
・
後
期
基

本
計
画
策
定
支
援
業
務
委
託

事
業
者
が
決
定

　

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
り
事
業
者
の
選
定
を
行
い
、
次

の
事
業
者
に
決
定
し
ま
し
た
。

■
事
業
者
名
ア
ビ
ー
ム
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

i
企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
（
☎

０４２

−

３８７

−

９
８
０
０
）

小
金
井
な
か
よ
し
市
民
ま
つ

り
に
つ
い
て

　

例
年
１０
月
に
、
同
ま
つ
り
実
行

委
員
会
主
催
で
開
催
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
度
は
休
止
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
市
民
と
協
働
し
て
作

る
新
し
い
交
流
の
場
と
し
て
の
ま

つ
り
の
在
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

i
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
文
化
推

進
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
９
２
３
）

認
知
症
施
策
推
進
委
員
会
の

開
催
日
程

d
６
月
１２
日
（
水
）
午
後
７
時
か

らb
市
役
所
第
二
庁
舎
８
階
８０１
会
議

室u
認
知
症
施
策
の
検
討
に
つ
い
て

ほ
か

i
介
護
福
祉
課
包
括
支
援
係
（
☎

０４２

−

３８７

−
９
８
４
５
）

　令和７年４月に市内で新たに学童保育所を開所して
いただける事業者を募集します。
　応募資格・方法等詳細は募集要項をご覧ください。
■事前協議受付期間８月２２日（木）
まで
■協議書類・募集要項配布場所等
６月２８日から、児童青少年課（市
役所第二庁舎４階）、市ホームペ
ージ
i児童青少年課学童保育係（☎０４２−３８７−９８４７）

学童保育所（民設民営）
事業者を募集

ご
利
用
く
だ
さ
い

６
月
の
休
日
窓
口

■
開
設
時
間
午
前
９
時
～
午
後
１

時■
開
設
窓
口
市
民
課
、
保
険
年
金

課
国
民
健
康
保
険
係
（
９
日
を
除

く
）、子
育
て
支
援
課
手
当
助
成
係

（
２
日
の
み
）、
納
税
課
（
２
日

の
み
）
※
一
部
取
り
扱
い
で
き
な

い
業
務
（
後
期
高
齢
者
医
療
事
務

・
国
民
年
金
事
務
・
市
税
証
明
書

交
付
事
務
ほ
か
）
も
あ
り
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
係
る
業
務
は

１６
日
の
み
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん

i
企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
（
☎

０４２
−

３８７

−

９
８
２
６
）、
土
曜
・

日
曜
・
祝
日
は
市
役
所
代
表
（
☎

０４２

−

３８３

−

１
１
１
１
）

６月  ○は休日窓口開設日
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

会計年度任用職員・
　　　　　任期付職員募集

区分 業務名 月額報酬 募集人数

①

任期付 保育士 １９５，９６０円～
（経験・職歴により加算有り） 若干名

保育士（育児休業代替） ２１６，８９０円 若干名

会計年度
任用

保育園給食調理業務 １５９，０００円 ２人
保育園看護業務（週２日） ９４，６００円 ２人
保育園看護業務（週３日） １４１，９００円 １人
学童保育指導員業務 １８６，３００円 １人
美術館学芸員 ２０３，１００円 １人
母子・父子自立支援プログラ
ム策定員兼母子・父子自立支
援員兼女性相談支援員業務

保健師＝２４４，５００円
精神保健福祉士＝２２８，３００円
その他＝２０３，１００円

１人

②
会計年度
任用

就学相談業務 １０２，５００円 １人
図書館業務 １６５，６００円 ２人

③ 学校用務業務 １５９，０００円 １人
特別支援教育支援員（中学校） １８６，２００円 １人

■採用予定日７月１日（月）
e▷資格要件等詳細は、市ホームページ
をご覧ください▷要項は市ホームページ
からもダウンロードできます
■要項配布m郵送（必着）または直接、
①は６月６日（木）までに職員課②は６日
（木）までに庶務課③は１３日（木）までに
庶務課へ
i①職員課人事研修係（〒１８４−８５０４住

所不要・市役所本庁舎１階☎０４２−３８７−
９８０８）②③庶務課庶務係（〒１８４−８５０４
住所不要・市役所第二庁舎７階☎０４２−
３８７−９８７２）

任期付職員会計年度
任用職員

ふるさと納税のお礼品の
協賛事業者募集

　まちの魅力発信と地域産業の振興のため、ふるさと
納税のお礼品を提供していただける事業者を募集して
います。お礼品の要件は、市内で生産、製造、加工さ
れたものなどです。詳細は、市ホームページでご確認
ください。
i企画政策課企画政策係（☎０４２−３８７−９８００）

市ホームページ

　学童保育所運営業務を行う事業者を募集しま
す。
　応募方法等、詳しくは実施要項をご覧ください。
■応募受付期間６月２５日（火）まで
■対象施設 ▽あかね学童保育所 ▽まえはら学童保
育所 ▽みどり学童保育所
■選考方法公募型プロポーザル方式
■実施要領配布受付期間内に、児童青少年課（市
役所第二庁舎４階）、市ホームページ
i児童青少年課学童保育係（☎０４２−３８７−９８４７）

学童保育所
運営委託事業者を募集
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。6・6・13



掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

登録等
　犬を飼い始めるときは飼い犬登録が必要です。また、住所や所有者が変わった
ときは「飼い犬の登録事項変更届」、犬が死亡したとき
は「飼い犬の死亡届」を忘れずに提出してください。
　なお、マイクロチップを装着している犬は、環境省指
定登録機関へ登録等が必要です。
n登録の鑑札＝３,０００円（再交付＝１,６００円）
i健康課健康係（☎０４２−３２１−１２４０）

狂犬病予防注射
　飼い主には、毎年１回の狂犬病予防注射が義務付けられています。
n狂犬病予防注射済票＝５５０円（再交付＝３４０円）
i健康課健康係（☎０４２−３２１−１２４０）

災害時の避難所での過ごし方
▷避難所へは、ペットも一緒に避難してください
▷飼い主の居住スペースとペットのスペースは別です
▷クレート（キャリーケース）等に入れて避難し、避難
所の所定の場所に置いてください
▷えさや排せつ物の処理等は飼い主が行ってください

▽避難生活に備え、ペットの防災用品を備蓄しておきましょう
i地域安全課防災消防係（☎０４２−３８７−９８０７）

　市ホームページに掲載するバナー広告を募集
しています。月間平均アクセス件数が約７５万件
と多くのアクセスがあります。有効な広告媒体
として、ぜひご活用ください。

　申し込みは、随時受け付けています。
■掲載場所市ホームページのトップページ
■掲載期間各月１日から１か月単位（最長１２か
月）
■掲載料（１枠）▷１か月＝３０,０００円
▷３か月＝８５,５００円（月額２８,５００円）
▷６か月＝１６２,０００円（月額２７,０００円）

▷１２か月＝２８８,０００円（月額２４,０００円）
■申込書配布市ホームページから「広告掲載申
込書」「ホームページバナー広告掲載申込内容
書」をダウンロードしてください
m郵送または直接、申込書等に必要事項を明記
し、広報秘書課広報係（〒１８４−８５０４住所不要
・市役所本庁舎２階☎０４２−３８７−９８０３）へ

市ホームページのバナー広告募集市ホームページのバナー広告募集

犬と散歩するときは
▷リードにつないで飼い主が犬を
コントロールできるようにしまし
ょう
▷散歩中におしっこをしたときは
水で流し、ふんは持ち帰ってください

身元の表示
　飼い主の責任の所在を明確にし、犬が迷子になったとき
に発見しやすくするために鑑札や名札をつけましょう。

犬が人をかんだら
　日ごろから人や他の犬にほえたり、かんだりしないよう
にしつけましょう。もし、犬が人をかんだら以下のとおり
対応してください。
▷被害者の救護と再発防止措置を行う
▷飼い主は２４時間以内に東京都動物愛護相談センター多摩
支所（☎０４２−５８１−７４３５）に事故発生届出書を提出する
▷４８時間以内に狂犬病の疑いがないか、獣医に犬を検診し
てもらう

犬を飼っている方へ

災害に備えて日常備蓄を進めましょう
災害の被害を最小限に抑えるためには、日ごろの備えと心掛けが重要です！

　日ごろから自宅で利用しているものを少し多めに備えることで、災害時にも自宅で当面
生活することができます。在宅避難に備え、食料や水、生活用品などを最低３日分（でき
れば７日分）備蓄しましょう。
 □ 飲料水（１日あたり３Ｌ）
 □ �食糧（缶詰、レトルト食品、ビス
ケットなど）

 □ 携帯トイレ（１日あたり５回分）
 □ �生活用品（懐中電灯、カセットコ
ンロ、ラジオ、ティッシュ、電池
など）

　日ごろから準備しておき、避難時に持参しましょう。
 □ 飲料水・食糧
 □ 救急・安全用品（常備薬、マスクなど）
 □ �日用品（懐中電灯、ラジオ、簡易トイレ、
生理用品、洗面用具など）

 □ 衣類（タオル、下着、雨具など）
 □ 貴重品（現金、通帳、保険証など）

　価格等詳細は、市ホームページまたは地域安全課窓
口で配布しているパンフレットをご覧ください。
■防災用品地震対策用品、避難用品、簡易トイレ、保
存食料、飲料水
e市や消防署では訪問販売は行いません。市や消防署
の名をかたった訪問販売にご注意ください
m郵送またはファクスで住所・氏名・電話番号・希望
防災用品（品番号・品名・あっせん価格・数量）を明
記し、東京都葛飾福祉工場多摩営業所「小金井市防災
用品あっせん係」（〒１８３−００１１府中市白糸台１−３１−
５鹿島ビルf０４２−３３６−９１３２）へ

i地域安全課防災消防係（☎０４２−３８７−９８０７）

家具転倒防止器具

避難２１点セット

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー

防災用品あっせん備蓄をしましょう

非常持ち出し品を準備しましょう

日常備蓄について
詳細はこちら

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 6・6・1 4
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土
曜
生
ご
み
投
入
リ
サ
イ
ク

ル
を
実
施
中

　

小
・
中
学
校
に
設
置
し
て
い
る

生
ご
み
処
理
機
を
利
用
し
、
毎
週

土
曜
日
に
、
市
民
団
体
に
よ
る
生

ご
み
投
入
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
家
庭
で
出
る
生
ご
み

を
投
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

e
▽
投
入
で
き
る
生
ご
み
は
、
家

庭
で
排
出
さ
れ
た
食
品
廃
棄
物
に

限
り
ま
す
。
た
だ
し
、
貝
殻
な
ど

硬
い
物
は
投
入
で
き
ま
せ
ん
▽
投

入
す
る
生
ご
み
は
充
分
に
水
切
り

を
し
て
く
だ
さ
い
▽
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
▽
学
校
の
工

事
等
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す

i
ご
み
対
策
課
清
掃
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
３
５
）

ところ とき 食用廃油
の回収

第一小学校

毎週土曜日
午前９時～１０時

○
前原小学校 ―
緑小学校

○

南小学校

第一中学校 毎週土曜日
午前１０時～１１時

第二中学校 毎週土曜日
午前９時～１０時

水
銀
使
用
製
品
回
収
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

２
月
１
日
か
ら
３
月
３１
日
ま
で

実
施
し
た
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、

下
表
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

i
ご
み
対
策
課
清
掃
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
３
５
）

	 回収実績量	 （単位：個）

水銀
体温計

水銀
温度計

水銀
血圧計

容器に入った
水銀など 合計

日野市 ２００ ５ ８ ０ ２１３

国分寺市 １５１ ２ １０ ０ １６３

小金井市 １４３ ３ ４ ０ １５０

合　計 ４９４ １０ ２２ ０ ５２６

令
和
６
年
度

市
民
税・都
民
税・森
林
環
境

税
税
額
決
定・納
税
通
知
書

　

令
和
６
年
度
（
令
和
５
年
分
）

の
市
民
税
・
都
民
税
・
森
林
環
境

税
税
額
決
定
・
納
税
通
知
書
を
６

月
１０
日
に
発
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
市
民
税
・

都
民
税
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書

は
、
６
月
１０
日
か
ら
発
行
で
き
ま

す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
を
し
て
い
る

場
合
、
今
回
送
付
す
る
通
知
書
に

そ
の
内
容
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合

は
、
順
次
反
映
し
次
第
、
改
め
て

通
知
し
ま
す
。

i
市
民
税
課
市
民
税
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
１
９
）

６
月
１０
日
か
ら
市
民
課
で
の

税
関
係
証
明
書
の
交
付
を
再
開

　

３
月
１
日
か
ら
一
時
休
止
し
て

い
た
、
市
民
課
で
の
税
関
係
証
明

書
（
市
・
都
民
税
課
税
証
明
書
お

よ
び
納
税
証
明
書
）
の
交
付
を
６

月
１０
日
か
ら
再
開
し
ま
す
。

i
市
民
課
市
民
係
（
☎
０４２

−

３８７

−
９
８
３
０
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

交
通
事
故
な
ど
に
遭
っ
た
と

き
は

　

交
通
事
故
等
の
第
三
者
か
ら
受

け
た
け
が
等
の
医
療
費
は
、
加
害

者
（
相
手
方
）
が
過
失
割
合
に
応

じ
て
負
担
し
ま
す
が
、
届
け
出
に

よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
で
、
保
険

診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、
自
己
負
担
分
を

除
い
た
医
療
費
を
都
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
が
一
時
立
て
替
え

た
後
、
加
害
者
（
相
手
方
）
に
請

求
し
ま
す
。
診
療
を
受
け
る
際

は
、
医
療
機
関
に
事
故
に
よ
る
受

診
で
あ
る
こ
と
を
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、事
故（
自
損
事
故
含
む
）

に
遭
っ
た
ら
、
お
住
ま
い
の
後
期

高
齢
者
医
療
担
当
窓
口
に
必
ず
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。
必
要
な
書
類

（
被
害
届
等
）
は
、
担
当
者
が
事

故
の
状
況
な
ど
を
伺
っ
た
う
え
で

ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
事
故
日
か

ら
３０
日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

※
交
通
事
故
の
場
合
、
事
故
証
明

書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
警
察
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い

i
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
７

０

−

０８６

−

５１９
）、
市
保
険
年
金
課

高
齢
者
医
療
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９

８
３
４
）

民
事
調
停
の
利
用
相
談
会

　

土
地
建
物
、
近
隣
関
係
、
金
銭

問
題
、
交
通
事
故
等
の
民
事
上
の

も
め
ご
と
に
つ
い
て
、
裁
判
所
調

停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

d
６
月
１２
日
（
水
）
午
後
１
時
３０

分
〜
４
時
３０
分（
４
時
受
付
終
了
）

b
上
之
原
会
館

m
当
日
直
接
会
場
へ

i
武
蔵
野
民
事
調
停
協
会
事
務
局

・
柳
澤
（
奥
・
片
山
・
佐
藤
法
律

事
務
所
内
☎
０３

−

６
５
５
０

−

８

１
２
５
＝
月
曜
〜
金
曜
日
午
前
１０

時
〜
午
後
５
時
）、
市
経
済
課
消

費
生
活
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
３

１
）

　夏は光化学スモッグが発生しやすい時
期です。特に朝から日

ひ

差
ざ

しが強い、気温
が高い、風が弱いなどの気象条件が重な
った場合に発生しやすくなります。
　もやがかかったような視界だったり、
遠くを見たときに建物がかすんで見える
場合は、光化学スモッグが発生している
可能性があります。
【発生のお知らせ】
　注意報（警報）が発令されたときは、
小・中学校、公民館などの市の施設や駅
などに連絡し、各施設で「注意報（警報）
発令中」の黄色い表示板を掲げてお知ら
せします。
【注意報（警報）が出されたら】
　できるだけ外出を避け、屋外での運動
は控えてください。
【被害にあったとき】
　目がチカチカしたり、のどが痛くなっ
たら、すぐに洗眼やうがいをしてくださ
い。
　それでも良くならないときや気持ちの

悪いときは、屋内や木陰などの涼しいと
ころで安静にすることが大切です。
　症状の重いときは医師の診察を受け、
環境政策課までご連絡ください。
【発生を抑えるために】
　光化学スモッグは、塗料や薬品などか
ら発生するＶＯＣ（揮発性有機化合物）
や自動車の排気ガス等による大気の汚染
が原因であると言われています。
　光化学スモッグの発生を抑えるため
に、ＶＯＣを排出する工場や事業所は塗
料や薬品の適正な使用・保管・貯蔵管理
をしてください。市民の皆さんもできる
だけ自動車の使用は控え、自転車・バス
・電車を利用しましょう。また、やむを
えず自動車を使用する方は、可能な限り
アイドリングストップにご協力くださ
い。

――◇共　通◇――
i環境政策課環境係（☎０４２−３８７−
９８１７）

光化学スモッグにご注意を光化学スモッグにご注意を

国
民
健
康
保
険
税
の

課
税
限
度
額
等
を
改
定

　

安
定
し
た
国
保
財
政
運
営
を
継

続
し
て
い
く
た
め
、
令
和
６
年
度

国
保
税
の
課
税
限
度
額
を
改
定
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
併
せ

て
、
低
所
得
世
帯
に
対
す
る
軽
減

措
置
の
拡
充
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
６
年
度
国
保
税
納

税
通
知
書
は
、
７
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。

　

計
算
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

i
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
３
２
）

令和6年度国保税　税率等改定内容
区分 令和5年度 令和６年度 備考

医療分

所得割 ６.０４%

▷後期高齢者支援分
の課税限度額を改定
しました
▷軽減措置の５割お
よび２割の対象世帯
を拡充しました
※軽減措置において
は、世帯内の国保加
入者（国保に加入し
ていない世帯主およ
び特定同一世帯所属
者も含む）全員の所
得合計額である軽減
判定所得を使用しま
す

均等割 ２６,０００円
課税限
度額 ６５０,０００円

後期高
齢者支
援分

所得割 ２.０５％
均等割 １３,０００円
課税限
度額 ２２０,０００円 ２４０,０００円

介護分
(４０～
６４歳の
方)

所得割 ２.００％
均等割 １５,０００円
課税限
度額 １７０,０００円

軽減
措置
※

7割 ４３万円＋１０万円×(給与や年金所得者
の数−1)以下

５割

４３万円＋国保加入
者の数×２９万円＋
１０万円×(給与や
年金所得者の数−
1)以下

４３万円＋国保加入
者の数×２９万５千
円＋１０万円×(給
与や年金所得者の
数−1)以下

２割

４３万円＋国保加入
者の数×５３万５千
円＋１０万円×(給
与や年金所得者の
数−1)以下

４３万円＋国保加入
者の数×５４万５千
円＋１０万円×(給
与や年金所得者の
数−1)以下

【小金井の石造物】
u寺社や路傍で見られる石造り
の文化財
【発掘された小金井】
u市の遺跡発掘調査の最前線

――◇共　通◇――

■規格A５判
■頒布価格２００円
■頒布場所生涯学習課（市役所
第二庁舎7階）、文化財センター
i生涯学習課文化財係（☎０４２
−３８７−９８７９）

文化財ブックレットを有償頒布しています

小金井の石造物 発掘された小金井

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。6・6・15



掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

福
祉
福
祉
ののひろ

ば
ひ
ろ
ば

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

き
ら
り
主
催
講
演
会

︱
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
た
め
の

　
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

d
７
月
５
日
（
金
）
午
前
１０
時
～

正
午
b
社
会
医
学
技
術
学
院
（
中

町
２

−

２２

−

３２
）
k
玉
城
久
江
さ

ん
（
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）
t
市
内
在
住

・
在
勤
・
在
学
で
、
子
ど
も
と
関

わ
る
機
会
が
あ
る
方
s
７０
人
（
申

込
順
）
e
保
育
有
り
（
お
お
む
ね

１
歳
以
上
の
未

就
学
児
。
４

人
。
申
込
順
）

m
６
月
３
日
～

１４
日
に
、
申
込
フ
ォ
ー
ム
で
i
同

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
４
２
２

−

６０

−

１
５
５
０
）

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
の

現
況
届
を
忘
れ
ず
に

　

現
在
、
同
手
当
を
受
け
て
い
る

方
は
、
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で

す
。
対
象
の
方
に
は
、
現
況
届
の

用
紙
を
６
月
上
旬
に
発
送
し
ま

す
。

■
提
出
期
限
７
月
３１
日
（
水
）
ま

で
i
自
立
生
活
支
援
課
障
害
福
祉

係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
４
２
）

も
の
忘
れ
予
防
検
診

　

対
象
者
に
、
受
診
券
等
を
送
付

し
ま
す
の
で
、同
封
の
問
診
票（
黄

色
）
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。
点
数
が
２０
点
以

上
で
、
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
受
診
券
の
裏
面
に
記
載
の
検

診
実
施
医
療
機
関
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
受
診
費
用
は
無
料
で

す
。

■
受
診
期
間
６
月

３
日
～
１２
月
２７
日

t
令
和
６
年
４
月

１
日
現
在
市
内
在

住
で
、
今
年
度
７０

～
７４
歳
に
な
る
方

i
介
護
福
祉
課
包
括
支
援
係
（
☎

０４２

−

３８７

−

９
８
４
５
）

認
知
症
家
族
の
集
い

　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
同
士
で
悩
み
や
不
安
を
語
り

合
い
、
専
門
の
先
生
の
講
座
を
交

え
な
が
ら
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

d
７
月
６
日
（
土
）
午
後
１
時
～

３
時
b
上
之
原
会
館
k
五
島
シ
ズ

さ
ん
（
認
知
症
ケ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
）
t
認
知
症
の
方
を
介
護
し
て

い
る
家
族
の
方
s
１０
人
（
申
込

順
）
m
６
月
１０
日
か
ら
、
電
話
で

緑
寿
園
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
０４２

−

４６２

−

１
２
０
６
）
へ

ま
な
ぶ
　
語
る
　
つ
な
が
る

家
族
の
会

d
６
月
１５
日（
土
）午
後
１
時
～
３

時
b
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
き

み
の
園（
中
町
２

−

１５

−

２５
）
u
認

知
症
と
薬
に
関
す
る
講
義
と
介
護

者
同
士
の
語
り
合
い
k
冨
家
俊
弥

さ
ん
（
薬
剤
師
）
s
１５
人
（
申
込

順
。
介
護
者
を
優
先
）
m
６
月
１

日
か
ら
、
電
話
で
小
金
井
ひ
が
し

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０４２

−

３８６

−

６
５
１
４
）
へ

新
小
金
井
街
道

新
小
金
井
街
道

武蔵小金井駅武蔵小金井駅

梶
野
通
り

東
大
通
り

五日市街道五日市街道
小
金
井
街
道

小
金
井
街
道

東小金井駅

新小金井駅連雀通り

貫井北町
3丁目

貫井北町
1丁目
貫井北町
1丁目

貫井南町4丁目

貫井南町3丁目貫井南町3丁目

貫井南町5丁目

貫井北町5丁目貫井北町5丁目

貫井北町
2丁目

貫井北町4丁目

本町6丁目

本町5丁目

本町4丁目

前原町3丁目

中町4丁目

本町
1丁目

前原町2丁目

中町3丁目 中町2丁目

東町
5丁目 東町

1丁目

東町2丁目東町2丁目

東町3丁目東町3丁目

梶野町
1丁目
梶野町
1丁目

梶野町
2丁目

梶野町
5丁目

梶野町
3丁目

関野町1丁目

関野町2丁目

梶野町4丁目梶野町4丁目緑町
2丁目

緑町
4丁目

緑町3丁目

本町
3丁目

桜町2丁目 桜町
1丁目

桜町3丁目

本町2丁目
緑町1丁目

緑町5丁目緑町5丁目

東町4丁目

中町1丁目

前原町1丁目

前原町
5丁目 前原町

4丁目

貫井南町
2丁目
貫井南町
2丁目

貫井南町1丁目貫井南町1丁目

都立小金井公園

4
5

1 2

6

13

7

11

13 40

38

37

36

35

34
33

32

31

30

29

28
27

24
23

26

2221

20

19

17

16

3

39

25

18

15

1412

109
8

番号 農業者名 販売場所

❶ 高橋俊章 貫井北町３−３２

❷ 鈴木盛雄 貫井北町３−３４−２１

❸ 本橋登 貫井北町３−４０−１５

❹ 髙𫞎博 貫井北町３−４０−１７

❺ 本橋隆 貫井北町３−３０−２１

❻ 湯浅一郎 貫井北町３−２０−２１

❼ 荒畑隆 貫井北町１−７−３１

❽ 水村敏行 貫井北町１−２４

❾ 鴨下祐也 本町５−２５−２４

❿ 中川徳三郎 本町５−３８−６

番号 農業者名 販売場所

⓫ 鈴木功 前原町３−２６

⓬ 鴨下重雄 前原町４−２２−１１

⓭ 田中妙子 前原町４−１８

⓮ 大久保政男 前原町２−７−２

⓯ 大澤利雄 貫井南町２−１−５

⓰ 早田貴世 貫井南町４−１８−２７

⓱ 鈴木喜幸 貫井南町１−１８−１８

⓲ 横山喜和 関野町２−５

⓳ 鴨下隆次 桜町１−４−１９

⓴ 髙橋金一 関野町２−３−１１

番号 農業者名 販売場所

� 島田重行 関野町１−９−４

� 大堀耕平 関野町１−１０−４

� 鴨下輝秋 緑町２−１１−１９

� 大久保要亮 緑町４−２−３２

� 大久保哲郎 緑町５−２０−９

� 鴨下幸男 緑町１−６−３９

� 梶野研二 梶野町３−１２−２９

� 保谷福寿 梶野町３−３

� 船田正・知孝 梶野町３−２−２

� 宮﨑雅江 梶野町４−１３−３１

番号 農業者名 販売場所

� 千本木敏雄 梶野町１−７−３３

� 渡邉正明 中町２−１５−４０

� 渡邉雅毅 中町１−９−３０

� 鴨下雅一 中町１−５

� 島田フサ 東町３−１７

� 島田安雄 東町３−３−２

� 阪本啓一・大梧 東町２−１２−５

� 阪本文夫・萩原英幸 東町１−４１

� 島田良一 東町２−１０−５

� 髙𫞎堅治 東町１−２４

※農業者名は敬称略

N

S
W E

　市内では、野菜、果物、花き、植木といった季節のさまざまな農産物が生産されています。
　農産物庭先直売所では、そうした市内の農家が丹精を込めて育てた新鮮でおいしい農産物
や色とりどりの季節の花などが販売されています。ぜひ、ご近所にあるおいしいものや季節
ごとの楽しみを探してみてください。
※時期により庭先販売を行っていない販売所もあります
i農業委員会事務局（☎０４２−３８７−９８８２）

庭先直売庭先直売
市内農産物

申込フォーム

農 産 物 庭 先農 産 物 庭 先
直売所マップ直売所マップ

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 6・6・1 6
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住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
へ

介
護
保
険
各
認
定
証

【�
訪
問
介
護
等
利
用
者
負
担
助
成

認
定
証
】

　

訪
問
介
護
、
夜
間
対
応
型
訪
問

介
護
ま
た
は
第
１
号
訪
問
事
業
を

利
用
す
る
際
に
、
利
用
者
負
担
を

１０
％
か
ら
６
％
に
軽
減
す
る
「
小

金
井
市
介
護
保
険
訪
問
介
護
等
利

用
者
負
担
助
成
認
定
証
」
を
住
民

税
非
課
税
世
帯
で
条
件
を
満
た
す

方
を
対
象
に
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

は
、
７
月
３１
日
（
水
）
で
有
効
期

間
が
終
了
し
ま
す
。
対
象
の
方
に

は
、
申
請
書
類
を
郵
送
し
ま
し
た

の
で
、
更
新
を
希
望
す
る
場
合
は

６
月
１４
日
（
金
）
ま
で
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
が
届

か
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【�

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

証
】

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
食
費

・
居
住
費
（
滞
在
費
）
の
軽
減
措

置
を
受
け
ら
れ
る
「
介
護
保
険
負

担
限
度
額
認
定
証
」
を
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
を
対
象
に
交
付
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
８
月
か
ら
自

己
負
担
額
の
上
限
が
変
わ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

は
７
月
３１
日
（
水
）
で
有
効
期
間

が
終
了
し
ま
す
。
対
象
の
方
に
は

６
月
中
旬
に
、
必
要
な
書
類
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
更
新
を
希
望
す

る
場
合
は
７
月
３
日
（
水
）
ま
で

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

認
定
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
で

施
設
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
を
利
用
す
る
場
合
は
、
申
請
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
っ

て
も
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
、
交
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

▽
世
帯
分
離
し
て
い
る
配
偶
者
が

住
民
税
課
税
者
で
あ
る
場
合

▽
預
貯
金
等
が
一
定
額
（
段
階
に

よ
り
異
な
る
）
を
超
え
る
場
合

―
―
◇
共　
通
◇
―
―

i
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
係
（
市

役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
２
２
）

東
京
都
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
の
受
験

要
項
を
配
布

■
要
項
配
布
６
月
３
日
〜
２８
日

d７月１０日（水）午後２時～４時、１７日（水）
午前１０時～正午（全２回）
b社会福祉協議会
k藤井佐江子さん（日本折紙協会認定講師）
t市内在住のおおむね６０歳以上の方
s２０人（多数抽選）
m６月１０日（消印有効）までに、往復はが
きに住所・氏名（ふりがな）・年齢・性別
・電話番号を明記し、社会福祉協議会「お
りがみ係」（〒１８４−０００４本町５−３６−１７☎
０４２−３８７−００１１）へ

高齢者いきいき活動講座

に
、
介
護
福
祉
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
２
階
）
ま
た
は
市
役
所
第
二

庁
舎
１
階
受
付
で
e
詳
細
は
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
i
（
公
財
）
都

福
祉
保
健
財
団
人
材
養
成
部
（
☎

０３
−

３
３
４
４

−

８
５
１
２
）、

市
介
護
福
祉
課
包
括
支
援
係
（
☎

０４２

−

３８７

−

９
８
４
５
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価

受
審
費
の
一
部
を
補
助

　

市
で
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
者
が
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三

者
評
価
」
を
受
審
し
た
場
合
に
、

そ
の
受
審
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評

価
と
は
、
東
京
都
福
祉
サ
ー
ビ
ス

評
価
推
進
機
構
が
認
証
し
た
評
価

機
関
が
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
評
価

す
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
結
果
は
、（
公
財
）
東
京

都
福
祉
保
健
財
団
が
運
営
す
る

「
と
う
き
ょ
う
福
祉
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
（h

ttp
s://w

w
w
.fu
ku
n
a

vi.o
r.jp
/fu
ku
n
avi/

）」
な
ど
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
、
サ
ー

ビ
ス
を
選
択
す
る
際
の
情
報
と
し

て
、
ま
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
事

業
者
の
事
業
改
善
の
た
め
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

t
市
内
に
次
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
事
業
所
が
あ
り
、
第
三

者
評
価
の
結
果
の
公
表
に
同
意
で

き
る
事
業
者

▽
高
齢
系
＝
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生

活
介
護
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応

型
訪
問
介
護
看
護
、
看
護
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
な
ど

▽
障
害
系
＝
居
宅
介
護
、
短
期
入

所（
医
療
型
）、
障
害
児
通
所
支
援

▽
子
ど
も
家
庭
系
＝
認
可
保
育
所

（
民
設
）、
認
証
保
育
所
Ａ
型
・

Ｂ
型

m
６
月
２８
日
ま
で
に
、
所
定
の
申

請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
書
類
を

添
付
し
、
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎
０４２

−

３８７

−

９
９
１
５
）
へ

予
防
接
種
等
保
健
衛
生
事
業
は
健
康
ガ
イ
ド
へ

子子
どど
もも

子子
育育
てて

母
子
保
健
ガ
イ
ド

【
離
乳
食
教
室
】

d
▽
２
回
食
＝
７
月
９
日
（
火
）

午
後
２
時
３０
分
〜
３
時
４５
分
▽
３

回
食
＝
７
月
５
日
（
金
）
午
後
１

時
３０
分
〜
２
時
４５
分
u
歯
科
衛
生

士
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
講
義
な

ど
t
▽
２
回
食
＝
お
お
む
ね
６
〜

７
か
月
児
の
保
護
者
▽
３
回
食
＝

お
お
む
ね
８
〜
１１
か
月
児
の
保
護

者
s
各
日
１２
人
（
申
込
順
）
e
親

子
同
室

【
両
親
学
級
】

d
７
月
６
日
（
土
）、
２７
日
（
土
）

午
前
９
時
３０
分
〜
正
午
u
妊
娠
、

出
産
、
育
児
の
話
、
沐も

く

浴
実
習
等

t
お
お
む
ね
１６

〜
２７
週
の
妊
婦

・
パ
ー
ト
ナ
ー

の
方
（
妊
娠
週

数
は
目
安
で

す
。
初
産
婦
の
み
）
s
各
日
４４
人

（
申
込
順
）

―
―
◇
共　
通
◇
―
―

b
保
健
セ
ン
タ
ー
m
６
月
３
日
か

ら
、
電
話
で
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
母
子
保
健
係
（
☎
０４２

−

３２１

−

６

２
９
６
）
へ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
講
座

【�

０
歳
か
ら
の
音
楽
会

−

親
子
で

楽
し
む
歌
と
リ
ト
ミ
ッ
ク
】

d
６
月
２２
日
（
土
）
午
前
１０
時
〜

１１
時
b
公
民
館
東
分
館
k
吉
野
友

香
乃
さ
ん
（
歌
手
）
ほ
か
t
市
内

在
住
・
在
学
の
小
学
生
以
下
の
子

ど
も
と
保
護
者
（
小
学
校
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）
s
４０
人（
多

数
抽
選
）
m
６
月
７
日
ま
で
に
、

Ｅ
メ
ー
ル
（
１
家
族
１
通
）
に
講

座
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

・
子
ど
も
の
年
齢
と
保
護
者
の
年

代
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
公
民

館
東
分
館
（
☎
０４２

−

３８４

−

４
４
２

２
ak0

2
0
4
1
3
@
k.em

ail.n
e.

jp

）
へ

【
ひ
が
し
赤
ち
ゃ
ん
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
】

d
６
月
２７
日
（
木
）、
７
月
１８
日

（
木
）、
９
月
１２
日
（
木
）、
２８
日

（
土
）、
１０
月
１０
日
（
木
）、
２４
日

（
木
）、
１１
月
１４
日
（
木
）
い
ず

れ
も
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分
（
全

７
回
）
b
公
民
館
東
分
館
u
離
乳

食
、
手
遊
び
、
赤
ち
ゃ
ん
の
応
急

救
護
k
竹
内
恵
津
子
さ
ん
（
健
康

運
動
指
導
士
）
ほ
か
t
市
内
在
住

・
在
勤
・
在
学
で
、
第
１
子
が
令

和
５
年
７
月
１
日
以
降
に
誕
生
し

た
保
護
者
と
子
ど
も
s
８
組
（
申

込
順
）
m
６
月
３
日
か
ら
、
Ｅ
メ

ー
ル
ま
た
は
直
接
、
講
座
名
・
住

所
・
保
護
者
と
子
ど
も
の
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
子
ど
も
の
月
齢
と
保

護
者
の
年
代
・

性
別
・
電
話
番

号
を
明
記
し
、

公
民
館
東
分
館

（
☎
０４２

−

３８４

−

４
４
２
２
ak0

2
0
4
1
3
@
k.em

ail.n
e.jp

）
へ

　月１回、スマートフォン等のオンラインを使っ
た教室で、元気な身体を手に入れてみませんか。
d毎月第４月曜日午前１０時～１１時３０分
uオンラインで簡単な運動、元気で過ごすための
生活のポイントを学ぶ
t市内在住のおおむね６５歳以
上で、一人で運動可能な方
s３０人（申込順）
m６月３日から、電話または
Eメールで講座名・住所・氏名・年齢・電話番号
を介護福祉課包括支援係（☎０４２−３８７−９８４５
as０５０３９９@koganei-shi.jp）へ

スマホではじめる健康づくりスマホではじめる健康づくり
（継続コース）（継続コース）

救急医療災害支援情報キットのご活用を

　同キットは、緊急時や災害時に備えて、かか
りつけ医、持病、服薬状況、緊急連絡先、障が
いの程度、支援上の留意点などを記入した情報
シートや保険証の写しなどを入れて保管してお
く容器です。
　迅速な救急、救命活動を行うための重要な手
助けになるとともに、災害時に適切な支援を得
るための情報伝達用具として使うことができま
す。
t次のいずれかに該当する在宅の方およびそれ
に準ずる方▷７５歳以上のひとり暮らしの方およ
び７５歳以上の高齢者のみの世帯の方▷身体障害
者手帳１・２級の方▷愛の手帳１・２度の方▷

精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方▷難病者
福祉手当を受給されている方
m直接、地域福祉課（市役所第二庁舎２階）、
保健センター、各地域包括支援センター、本町
高齢者在宅サービスセンター、障害者福祉セン
ター、精神障害者地域生活支援センターそらへ
※代理の方の
申請も可能で
す
i地域福祉課
地域福祉係
（☎０４２−３８７
−９９１５）

折紙講座　脳トレORIGAMI折紙講座　脳トレORIGAMI
ランドセルとテディベアランドセルとテディベア

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。6・6・17



掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

学
習
塾
等
受
講
料
貸
付
金

高
校・大
学
等
受
験
料
貸
付
金

　

東
京
都
で
は
、
受
験
生
チ
ャ
レ

ン
ジ
支
援
貸
付
事
業
と
し
て
、
中

学
校
３
年
生
・
高
校
３
年
生
お
よ

び
そ
れ
に
準
じ
る
お
子
さ
ん
が
い

る
一
定
所
得
以
下
の
世
帯
に
、
学

習
塾
等
受
講
料
お
よ
び
高
校
・
大

学
等
受
験
料
の
貸
し
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。
高
校
・
大
学
等
に
入

学
す
る
と
申
請
に
よ
り
貸
付
金
の

返
済
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

【
学
習
塾
等
受
講
料
貸
付
金
】

　

中
学
校
３
年
生
・
高
校
３
年
生

お
よ
び
そ
れ
に
準
じ
る
方
＝
２０
万

円【
高
校・大
学
等
受
験
料
貸
付
金
】

　

高
校
受
験
＝
２
万
７
千
４００
円

（
１
回
あ
た
り
上
限
２
万
３
千
円
・

４
回
ま
で
）、大
学
受
験
＝
８
万
円

―
―
◇
共　
通
◇
―
―

■
申
請
期
限
令
和
７
年
１
月
３０
日

e
▽
貸
し
付
け
に
は
一
定
の
要
件

を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
▽
申

し
込
み
に
は
数
日
か
か
る
の
で
、

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
■
相

談
・
受
付
窓
口
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
０４２

−

３８６

−

０
２
９
４
）
i
地

域
福
祉
課
地
域
福
祉
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
９
１
５
）

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

エ
ン
ジ
ェ
ル
教
室

　

リ
ズ
ム
遊
び
、
離
乳
食
の
話
、

同
じ
地
域
の
方
と
の
交
流
等
を
通

じ
て
育
児
を
学
び
ま
す
。

d
①
７
月
１１
日
・
２５
日
②
８
月
８

日
・
２２
日
③
９
月
１２
日
・
２６
日
い

ず
れ
も
木
曜
日
午
前
１０
時
～
１１
時

３０
分
※
２
日
間
コ
ー
ス
t
お
お
む

ね
５
か
月
児
と
保
護
者
m
①
６
月

１
日
②
７
月
２
日
③
８
月
１
日
か

ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー

ゆ
り
か
ご
（
☎

０４２

−

３２１

−

３
１

４
１
＝
月
曜
・

日
曜
・
祝
日
を
除
く
）
へ

健康ガイド
健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

〒
184
ー
0
0
1
5

　
貫
井
北
町
５
ー
18
ー
18

（
☎
042
ー
321
ー
1
2
4
0
）

原
子
爆
弾
被
爆
者

�

見
舞
金
を
支
給

　

原
子
爆
弾
被
爆
者
で
被
爆
者
健

康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
に
、
見
舞

金
を
支
給
し
ま
す
。
対
象
の
方
に

は
、
申
請
書
を
６
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
支
給
要
件
令
和
６
年
６
月
１
日

現
在
、
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
■
支
給
額
１
万

２
千
円
■
支
給
方
法
７
月
末
こ
ろ

に
、
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す

■
申
請
受
付
期
間
６
月
１８
日（
火
）

～
２８
日
（
金
）
i
健
康
課

６
月
は
食
育
月
間

　

食
は
生
き
て
い
く
う
え
で
欠
か

せ
な
い
元
気
の
源
で
あ
り
、
健
康

な
体
と
心
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
、
食
を

通
じ
た
団
ら
ん
の
充
実
、
地
産
地

消
の
推
進
、
食
の
安
全
確
保
な
ど

食
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
食
育
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
 

://w
w

w
.k

o
g
a
n
ei-sty

le.to
k

yo
/

）も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

i
健
康
課

子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

・
連
絡
は
匿
名
で
も
可
能
で
す

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す

▽
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

☎
０４２

−

３２１

−

３
１
４
６
＝
月
曜
～
土

曜
日
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

（
土
曜
日
は
９
時
か
ら
）

▽
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

☎
１い

ち

８は
や

９く

※
お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な

が
り
ま
す

※
☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い
場

合
は
、
☎
０
１
２
０

−

１８９

−

７８３
へ

膝ひ
ざ

に
水
が
た
ま
る
の
は
な
ん

で
？
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

　

膝
が
腫は

れ
る
と
い
う
の
は
よ

く
見
ら
れ
る
症
状
の
一
つ
だ
と

思
い
ま
す
。

　

け
が
や
ば
い
菌
に
よ
っ
て
膝

関
節
が
腫
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
が
、
今
回
は
原
因
が
は
っ
き

り
し
な
い
で
関
節
内
に
水
が
た

ま
っ
た
場
合
に
つ
い
て
お
話
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

膝
の
水
は
関
節
液
と
い
う
液

体
で
あ
り
、
膝
関
節
の
動
き
を

ス
ム
ー
ズ
に
す
る
潤
滑
油
と
し

て
の
役
割
と
関
節
軟
骨
に
栄
養

を
与
え
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
関
節
液
自
体
は
膝
関

節
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
お
り
、
通
常
、
皆
さ
ん
に

も
２
、
３
㍉
㍑
程
度
の
量
が
存

在
し
ま
す
。
水
が
た
ま
る
状
態

に
な
る
時
は
こ
の
関
節
液
が
異

常
に
増
え
て
し
ま
っ
た
状
態
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　

関
節
液
は
、
膝
関
節
内
に
存

在
す
る
滑
膜
と
い
う
組
織
で
作

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
関
節
液
の
増
え
る

原
因
と
し
て
は
、
こ
の
滑
膜
の

炎
症
（
滑
膜
炎
）
に
起
因
す
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
滑
膜

炎
を
生
じ
る
主
な
疾
患
と
し

て
、
変
形
性
膝
関
節
症
や
関
節

リ
ウ
マ
チ
、
痛
風
、
偽
痛
風
、

半
月
板
損
傷
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
疾
患
に
よ

っ
て
滑
膜
が
増
え
滑
膜
炎
を
引

き
起
こ
し
、
多
い
人
だ
と
６０
㍉

㍑
程
度
の
関
節
液
が
た
ま
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

で
は
、
膝
に
水
が
た
ま
っ
た

状
態
で
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。
基
本
的
に
は
、

た
ま
り
す
ぎ
た
関
節
液
が
自
然

に
消
失
し
て
い
く
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
関
節
内
の
炎
症
が
改

善
し
な
い
限
り
、
関
節
液
が
増

え
続
け
る
た
め
で
す
。
そ
の
た

め
、
滑
膜
炎
を
改
善
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

膝
に
水
が
た
ま
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ま
ず
は
お
近
く

の
整
形
外
科
で
、
検
査
や
処
置

を
ご
相
談
さ
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
小
金
井
市
医
師
会

�

島
田　
崇
史

d
８
月
１
日
（
木
）
～
１０
月
３１
日

（
木
）

b
市
内
契
約
医
療
機
関
（
左
表
）

t
令
和
７
年
３
月
３１
日
現
在
５０
歳

以
上
の
方
で
、
令
和
５
年
４
月
以

降
に
同
検
査
を
受
け
て
い
な
い

方
。
な
お
、
次
の
方
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
▽
今
年
度
胃
部
Ｘ
線
検
査

を
受
け
た
方
▽
妊
娠
中
、
ま
た
は

妊
娠
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
▽

入
院
中
の
方
▽
胃
疾
患
で
受
療
中

の
方
▽
胃
全
摘
出
術
後
の
方
等

s
８００
人
（
多
数
抽
選
）

n
３
千
円
※
生
活
保
護
世
帯
・
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
減
免

制
度
が
あ
り
ま
す

e
申
込
結
果
は
７
月
中
旬
に
郵
送

m
６
月
２１
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

郵
送
（
１
人
１
通
）
で
「
胃
が
ん

内
視
鏡
検
診
希
望
」・
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
健
康
課
へ

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
可

町名 医療機関名 電話

東 町

うちやまクリニック ３８２−１７１５

東小金井さくらクリ
ニック ３８２−３８８８

さいとう医院 ３８０−５５１０

梶 野 町 ひがこ北口内科クリ
ニック ４０１−２３５３

緑 町 かわべ内科クリニッ
ク ４０１−１８６０

本 町

武蔵小金井クリニッ
ク ３８４−００８０

小松外科胃腸科 ３８１−３３４６

小金井あおばクリ
ニック ３８３−７１４９

小金井つるかめクリ
ニック ３８６−３７５７

小金井太陽病院 ３８３−５５１１

桜 町 桜町病院 ３８３−４１１１

貫井北町 貫井北町くろだ内科 ３８６−７２８８
※表中、市外局番０４２を省略しています

胃
が
ん
内
視
鏡
検
査

　

４０
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
Ｂ

型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

を
実
施
し
ま
す
。

　

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
す
る
と
、
症
状
を
改
善

で
き
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
こ
と
に
よ
り
、
肝

硬
変
や
肝
が
ん
へ
と
進
行
し
て

い
く
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
受

診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

d
６
月
１
日
（
土
）
～
令
和
７

年
３
月
３１
日
（
月
）

b
市
内
契
約
医
療
機
関（
左
表
）

u
採
血
に
よ
る
検
査

t
▽
令
和
６
年
４
月
１
日
～
７

年
３
月
３１
日
ま
で
に
４０
歳
に
な

る
市
内
在
住
の
方
▽
４１
歳
以
上

で
、
今
ま
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
を
受
診
し
た
こ
と
が
な
い
方

▽
４１
歳
以
上
で
、
令
和
５
年
度

の
健
康
診
査
等
で
肝
機
能
異
常

を
指
摘
さ
れ
た
方

n
無
料

m
契
約
医
療
機
関
へ
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

i
健
康
課

町　名 医療機関名 電話番号

東 町

武蔵野中央病院 ０４２２−３１−１２３１
菊地脳神経外科・整形外科 ０４２２−３１−１２２０
さいとう医院 ３８０−５５１０
うちやまクリニック ３８２−１７１５
東小金井さくらクリニック ３８２−３８８８
新こがねい呼吸器内科 ３８０−９０８０

梶野町

東小金井クリニック ０４２２−５６−８６３０
久滋医院 ３８３−２０７８
東小金井くろだ内科医院 ０４２２−５３−５６６６
大見医院 ３８５−２２７２
ひがこ北口内科クリニック ４０１−２３５３
やすたけ内科クリニック ３８８−８８８０

緑 町
かわべ内科クリニック ４０１−１８６０
待山医院 ３８４−５４２１
山﨑内科医院 ３８１−１４６２

中 町
石川クリニック ３８６−３３８６
宮本内科医院 ３８１−２２１９
小沢医院 ３８１−８４３３

前原町 前原診療所 ３８１−１７０２
野村医院 ３８１−０９８７

※表中、市外局番０４２を省略しています

町　名 医療機関名 電話番号

本 町

和田クリニック ３８１−１１１２
小金井太陽病院 ３８３−５５１１
小金井ファミリークリニック ３８２−３６３３
むさし小金井診療所 ３８２−９１１１
浅沼整形外科 ３８１−２６０６
丸茂医院 ３８３−２２３２
小松外科胃腸科 ３８１−３３４６
友利内科クリニック ３８５−７１０１
清水医院 ３８４−１２１２
久我治子クリニック ３８４−３４６１
武蔵小金井クリニック ３８４−００８０
ひらた循環器クリニック ４０１−６１５７
共立診療所 ３８３−５１１１
小金井つるかめクリニック ３８６−３７３７
はぎクリニック ３８７−１６０３
小金井あおばクリニック ３８３−７１４９
小金井メディカルクリニック ４０１−２９３８
にしな内科クリニック ３１６−５５６６

桜 町 桜町病院 ３８３−４１１１
小金井橋さくらクリニック ３１６−６１７０

貫井北町 循環器内科クリニックひらおか ３１６−１７３５
貫井北町くろだ内科 ３８６−７２８８

貫井南町 竹田内科クリニック ３８１−６６２７

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

市食育
ホームページ

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 6・6・1 8



掲載内容の詳細は、主催者にお問い合わせください。費用の掲載のないものは、原則無料です。

event
event

催
し

学
び
・
く
ら
し

成 

人 

学 

校

【
小
金
井
産
の
野
菜
を
学
ぼ
う
】

d
６
月
1４
日
（
金
）
午
前
10
時
～

正
午
b
公
民
館
本
館
、
わ
く
わ
く

都
民
農
園
k
松
嶋
あ
お
い
さ
ん

（
市
食
育
推
進
委
員
）
t
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
s
20
人
（
多

数
抽
選
）
m
６
月
４
日
（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
（
１
人
１

通
）
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）

・
年
代
・
電
話
番

号
を
明
記
し
、
公

民
館
本
館
「
小
金
井
野
菜
係
」（
〒

184

−

０
０
０
４
本
町
２

−

1５

−

11

ak0
2
0
4
9
9
@
k
o
g
a
n
e
i-sh

i.

jp

）
へ

【
音
楽
に
合
わ
せ
て
親
子
で

　
仲
良
し
ベ
ビ
ー
リ
ト
ミ
ッ
ク
】

d
６
月
27
日
（
木
）、
７
月
４
日

（
木
）
①
乳
児
ク
ラ
ス
＝
午
前
10

時
～
10
時
５0
分
②
幼
児
ク
ラ
ス
＝

午
前
11
時
～
11
時
５0
分
（
全
２

回
）
b
公
民
館
貫
井
北
分
館
k
立

川
美
歌
さ
ん
（
リ
ト
ミ
ッ
ク
講

師
）
t
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
①
６
か
月
～
１
歳
６
か
月
程
度

の
子
ど
も
と
保
護
者
②
１
歳
６
か

月
～
２
歳
６
か
月
程
度
の
子
ど
も

と
保
護
者
s
①
1５
組
②
10
組
（
い

ず
れ
も
多
数
抽
選
）
m
６
月
12
日

ま
で
に
、Ｅ
メ
ー
ル（
１
組
１
通
）

に
住
所
・
子
ど
も
と
保
護
者
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
子
ど
も
の
月
齢

と
保
護
者
の
年
代
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、公
民
館
貫
井
北
分
館「
リ

ト
ミ
ッ
ク
係
」（
☎
042

−

385

−

３

４
０
１
ak0

2
0
4
1
5
@
b
z0
4
.p
l

ala.o
r.jp

）
へ

【�

親
子
わ
く
わ
く
体
験

−

東
京
国

立
博
物
館
の
お
話
と
見
学
会
】

d
①
７
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時

～
正
午
②
７
月
1４
日
（
日
）
午
前

10
時
～
10
時
４５
分
、
午
前
11
時
～

11
時
４５
分
（
全
２
回
）
b
①
公
民

館
東
分
館
②
東
京
国
立
博
物
館
k

和
田
浩
さ
ん
（
東
京
国
立
博
物
館

職
員
）
t
市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
生
と
保
護
者
s
30
人
（
多
数
抽

選
）
m
６
月
12
日
ま
で
に
、
Ｅ
メ

ー
ル
（
１
家
族
１
通
）
に
講
座
名

・
住
所
・
子
ど
も
と
保
護
者
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
子
ど
も
の
学
年

と
保
護
者
の
年
代
・
電
話
番
号
・

②
の
見
学
希
望
時
間
を
明
記
し
、

公
民
館
東
分
館
（
☎
042

−

384

−

４

４
２
２
ak0

2
0
4
1
3
@
k.em

a

il.n
e.jp

）
へ

き
た
ま
ち
Ｙ
Ａ
ひ
ろ
ば

年
齢
学
校
の
枠
を
超
え
た
わ

く
わ
く
す
る
仲
間
づ
く
り

d
６
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
～

正
午
b
公
民
館
貫
井
北
分
館
u
夏

に
お
薦
め
の
本
を
紹
介
し
合
う
t

小
学
校
５
年
生
～
2９
歳
の
方
m
６

月
1４
日
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
公
民
館
貫
井
北
分
館

（
☎
042

−

385

−

３
４
０
１

ak0
2
0
4
1
5
@
b
z0
4
.p
lala.o

r

.jp

）
ま
た
は
電
話
で
図
書
館
貫

井
北
分
室
（
☎
042

−

385

−

３
５
６

１
）
へ

催 し ・ 講 座催 し ・ 講 座催 し ・ 講 座催 し ・ 講 座
●小金井雑学大学　duk６月２日
（日）＝南北極地の話題、渡辺興亜
さん（国立極地研究所名誉教授）。
１６日（日）＝日本の城郭とその復元、
里見哲夫さん（元東京法経学院代表
取締役）。いずれも午後２時〜４時
b市民会館・萌え木ホール（商工会
館３階）n１００円m当日直接会場へ
i五十嵐（☎０９０−2６3１−4588）
●子育て講演会−母親だからできる
こと　d６月４日（火）午前１０時3０
分〜正午b小金井　宮地楽器ホール
k高濱正伸さん（学習会代表）s5００
人（当日先着順）iNPO法人子育
て応援隊むぎぐみ（☎０48−844−
１１22）
●ピン・シャン・コロリ研究会講演
会「睡眠、運動、そして音楽は脳を救
う−認知症にならない、あなたに」
d６月８日（土）午後３時2０分から
b市民会館・萌え木ホール（商工会
館３階）k山田真和さん（医師）s5０
人n5００円（会員無料）m電話で同
会・宇佐見（☎０９０−4１７8−38７６）へ
●らく福祉会ふれあい・わくわくコ
ンサート　d６月１2日（水）午後２時
１5分開演b小金井　宮地楽器ホール
u菊池美奈子（ピアノ）、tomo the 
tomo（ヴォーカル）、湯尻由梨（ヴ
ァイオリン）による演奏と製品販売
s１００人（当日先着順）iスペース
楽・２（☎０42−388−７88７）
●相続・遺言等暮らしの手続きの無
料相談会　d６月１5日（土）午後１
時3０分〜４時3０分b小金井　宮地楽
器ホールk東京都行政書士会多摩中
央支部会員m当日直接会場へi行政
書士会多摩中央支部・片岡（☎０42

−3０６−９45０）
●ラミィキューブ練習会　d６月１5
日（土）午後１時3０分〜7時（入退
場自由）b小金井　宮地楽器ホール
uボードゲームの練習会t小学校３
年生以上n5００円m電話、Eメール
またはSMSでラミィキューブの会
・井口（☎０９０−７６32−32６０atabl
egames@buckeye.co.jp）へ
●書道体験教室　d６月１６日、23
日、7月7日、１4日、９月１日、８
日の日曜日午前１０時〜正午（全６
回）b上之原会館ほかt６歳〜小学
生s１5人（申込順）n６,０００円（前納）
e書道用具不要m６月１日~８日
に、Ｅメールでいろは書道会事務局
・山田（akoganeishodo@gmail.
com）へ
●東京都障害者ダンス大会ドレミフ
ァダンスコンサート　d６月１６日
（日）午後２時からb東京体育館（渋
谷区千駄ヶ谷一丁目）n無料m６月
１4日までに、ＨＰを参照のうえ、フ
ァクスでＮＰＯ法人アヴァ（☎０3−
54１3−55７8f０3−54１3−55７９hhtt
ps://www.npoava.com）へ
●認知症予防学習会　d６月2１日

（金）午前９時〜正午b前原暫定集会
施設B会議室u脳トレ・脳活性化講
座、体調不良から身を守る漢方健康
常識講座s25人（申込順）m６月３日
から、電話またはEメールで体質改
善クラブ・王（☎０8０−52０９−１６88a 

dazhongweb@outlook.com）へ
●多摩パブリック法律事務所−無料
法律相談会　d６月22日（土）午前
１０時〜午後４時（相談時間3０分）b

同事務所（立川市曙町２−34−7）
s28人（申込順）m６月３日から、
電話で同事務所（☎０42−548−245０

＝月曜〜金曜日午前９時3０分〜午後
５時）へ
●情報通信研究機構オープンハウス
２０２４　 d６月28日（金）午前９時
3０分から、2９日（土）午前１０時から
b情報通信研究機構本部（貫井北町
４−２−１）またはオンラインu各
種講演、技術展示、探検ツアーほか
mHP参照i同事務局（☎０42−32７
− 5322hhttps://www2.nict.go.
jp/publicity/openhouse/2０24/）
●小金井史談会講演会−赤穂浪士の
討ち入りと国学者荷田春満　d7月
１日（月）午前１０時〜１１時3０分b小
金井　宮地楽器ホールk根岸茂夫さ
ん（国学院大学大学院名誉教授）s

8０人（多数抽選）n3００円m６月2１
日までに、ＨＰの問い合わせからi

同会・嵯峨山（☎０９０−4０７8−5７９2
hhttp://koganei-sidankai.com）
●特別展　江戸時代の粧

よそお

い　d7月
４日までの毎週火曜〜木曜日、第３
土曜日の午後１時〜５時b国際基督
教大学博物館湯浅八郎記念館（三鷹
市）u同館所蔵資料から江戸時代の
お歯黒道具、鏡台や柄鏡、関連する
浮世絵など約１5０点を展示i同館（☎

０422−33−334０）

ス ポ ー ツス ポ ー ツス ポ ー ツス ポ ー ツ
●フェルデンクライス健康法講習会 
d６月2９（土）午前９時3０分からb総
合体育館s25人（多数抽選）n１,5００
円m６月１3日（必着）までに、郵送
またはＥメールで住所・氏名・年齢
・電話番号を黄金井倶楽部Ｆ係（〒
１84−０００5桜町２−２−3１☎０42−
4０６−228０akc_mshk@jcom.zaq.
ne.jp）へ
●小学生陸上教室　d7月２日〜９
月24日の火曜日午後４時１5分〜５時
3０分（全９回）b上水公園グラウン
ドs4０人（多数抽選）n９,3００円m

６月１5日までに、ホームページで黄
金井俱楽部（☎０42−4０６−228０hh
ttps://koganei-club.com/）へ
●第１２２回市バドミントン選手権大
会　d7月１4日（日）、2１日（日）午前
９時からb総合体育館t市内在住・
在勤・在学の方、連盟員mHP参照の
うえ、６月2１日までに、Eメールで
市バドミントン連盟・大八木（aen
try.koganeibad@gmail.comhht
tp://koganeibad.yaggi.net）へ

このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に市および教育委員会は携わ
っていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わせください。

（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

後援事業 掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当課に記載
方法・締切日などを確認してください。

■６月２日（日）〜８日（土）は危険物
安全週間　消毒用アルコールやスプ
レー缶などの危険物の近くでは、火
気の使用はやめましょう。また、ア
ルコールなどの危険物は日光の当た
る場所に保管すると可燃性蒸気が発
生します。保管は冷暗所にしましょ
うi小金井消防署（☎０42−384−
０１１９）
■谷戸沢処分場・国蝶オオムラサキ
見学会　d６月2９日（土）ＪＲ青梅
線河辺駅集合b同処分場（西多摩郡

日の出町）u育成ケージ内での観察
会、自然観察ガイドツアーmＨＰを
参照のうえ、６月１０日までに、東京
たま広域資源循環組合（☎０42−5９７
−６１52hhttps://www.tama-junk 
ankumiai.com/）へ
■６月は浸水対策強化月間　梅雨の
時期が来る前に、家の周りの雨水ま
すや側溝等の雨水の流れをチェック
して浸水への備えをしましょう。東
京の雨の情報が分かる東京アメッシ
ュ（https://tokyo-ame.jwa.or.
jp/）もご利用くださいi都下水道
局流域下水道本部（☎０42−52７−
4828）

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。6・6・19



掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

広告掲載等のお問い合わせは、フレックス株式会社（広告代理店）a t.nakano@flex-ad.co.jpへ
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　市にゆかりのある音楽家たちが一堂に
会する恒例のコンサートです。
d１０月２７日（日）午後３時開演
b同ホール大ホール
■出演茂木大輔（企画・指揮）、藤井洋
子（クラリネット）、高木綾子（フルー
ト）、こがねいガラ・オーケストラ（管
弦楽）
t市内在住・在勤・在学の方
s３０人（多数抽選）
n一般５,５００円、２５歳以下席３,０００円

e ▽重複応募や記入事項不備、指定期間
外到着の申込無効 ▽一般発売日は６月２３
日から ▽未就学児の入場はできません
m６月１日～１４日（必着）に、往復はが
きに公演名・希望席種・希望枚数（１人
４枚まで）・住所・氏名（ふりがな）・電
話番号（市内在勤・在学の方は勤務先名
または学校名）を明記し、小金井　宮地
楽器ホール「市内先行チケット係」（〒
１８４−０００４本町６−１４−４５☎０４２−３８０−
８０９９）へ

　音楽を学ぶ青少年を対象にオーケストラの一員として学
び、１０月２７日開催のこがねいガラ・コンサートで一緒に演
奏するインターン生を募集します。
b同ホール
t中学生～おおむね２５歳の方
sヴァイオリン・ヴィオラ＝各若干名、クラリネット＝１
人（いずれも選考）
■申請書類配布場所等同ホール、同ホールホームページ
e実施時期・選考方法等詳細はお問い合わせください
m７月３１日（必着）までに、郵送または直接、申請書類に
必要事項を明記し、小金井　宮地楽器ホール（〒１８４−
０００４本町６−１４−４５☎０４２−３８０−８０９９hhttps://koga 
nei-civic-center.jp/）へ

　重い過去を背負った、とある家族の
再生を見つめたヒューマンドラマを上
映します。
d６月１５日（土）午前１０時から、午後
２時から（いずれも３０分前開場）
b公民館貫井北分館
s各回４０人（当日先着順）
e親または保護者の助言・指導があれ
ば、１２歳未満の年少者も観覧できます
i公民館本館（☎０４２−３８３−１１８４）

ひとよ
市民映画会

2019年
白石和彌監督
123分（ ）d６月１０日（月）午前１０時３０分から

bむさこぷらっと公園（本町５−１）
s５組（申込順。親子優先）
m６月１日から、市申込フォームで
i環境政策課緑と公園係（☎０４２−３８７−９８６０）

花壇の植え替え
参加者募集

市申込フォーム

d６月２２日（土）午前１０時～午後０時３０分
b公民館緑分館
s３０人（当日先着順）
i公民館緑分館（☎０４２−３８７−７３０１）

生活日本語教室

世界の文化にふれてみませんか
外国人学習者発表会

小金井　宮地楽器ホール 小金井　宮地楽器ホール
こがねいガラ・オーケストラ２０２４
インターンシップーインターン生募集こがねいガラ・コンサート２０２４こがねいガラ・コンサート２０２４

市内先行受付市内先行受付

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 6・6・1 10
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笑
わら
いでつながる世

せ
界
かい

国
こく

際
さい

夫
ふう

婦
ふ

漫
まん

才
ざい

コンビによる英
えい

語
ご

漫
まん

才
ざい

ワークショップ

■募集作品小金井市の四季の風景、市内
観光地、イベントなどを撮影した写真※
令和５年５月１日以降に撮影し、未発表
のもの。１人５点まで
■応募期間６月５日〜７月５日（消印有
効）
■規格四つ切、ワイド四つ切
■各賞推薦（１点）＝賞金１万円・商品
券２万円、特選（２点）＝賞金５,０００円、
入選（３点）＝賞金３,０００円、観光賞（４
点）、まちおこし賞（１０点）※各賞副賞
有り

■結果発表専門家の審査を経て、８月中
旬に入賞者に通知
■応募票配布場所等観光まちおこし協
会、経済課（市役所第二庁舎４階）、公
民館各館ほか、同協会ホームページ
■応募方法作品の裏に応募票を張

は

り、郵
送または直接、観光まちおこし協会へ
i観光まちおこし協会（〒１８４−０００４本
町１−１８−１４松島ビル
１０３☎０４２−３１６−３９８０
hhttps://koganei-
kanko.jp/） 前回推薦作品　「晩秋の輝き」高橋美奈子さん

小金井の四季の観光写真コンクール作品募集小金井の四季の観光写真コンクール作品募集

　夏の三宅島で、青少年自然・文化体験交流
事業を小金井市と三宅村の共催で開催しま
す。友好都市である三宅村の児童等との交流
を通じ、友達との輪を広げましょう。
■集散時間・場所８月１８日（日）午後７時３０
分市役所本庁舎駐車場集合〜２１日（水）午後
１０時ころ同所解散（船中１泊含む３泊４日）
u火山体験学習、海辺の自然観察、バードウ
ォッチング、シーカヤック体験、三宅村児童
との交流レクリエーション、三宅島芸能鑑賞
・体験ほか※天候等により、内容を変更また
は中止する場合があります
t市内在住で団体行動のできる小学校５・６
年生※過去に参加した方は応募できません
s１７人（多数抽選）
n２５,０００円※交通費、宿泊費、食費、保険料、

各種体験費等を含みます
e▷抽選結果は７月５日までにＥメールで通
知します▷当選者の中でキャンセルが発生し
た場合は、抽選で外れた方の中から再度抽選
し、順次電話でご連絡します▷７月２０日に事
前説明会を実施します
m６月２６日までに、市申込フォームまたは直
接、住所・児童氏名（ふりがな）・学校名・
学年・性別・保護者氏名・電話番号・メール
アドレスを明記し、コミュニティ文化課文化
推進係（市役所第二庁舎４
階☎０４２−３８７−９９２３）へ
※この事業は、多摩・島し
ょ広域連携活動助成金を活
用して実施します

市申込フォーム

青少年自然・文化青少年自然・文化
体験交流事業in三宅体験交流事業in三宅

　ご自宅の花壇や植木の写真を募集して
います。
■応募期間６月１６日まで
■結果発表７月中旬
■表彰市長賞各１点（花壇の部・植木の
部）
■応募方法応募期間内に、市申込フォー
ムから

e写真は市ホームペー
ジ等で公表しますの
で、自宅の場所や通行
人など個人情報が特定
されるものが写らない
ようにご注意ください
i環境政策課緑と公園係（☎０４２−３８７−
９８６０）

市申込フォーム
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（☎０４２−３８７−９９２３）【生け垣の部】

葉月さん、バラとクレマチスの競演

【庭の部】

kazamidoriさん、通りに面した前庭

身近なみどりコンテスト
2024

2023年受賞作品を紹介します
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各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。6・6・111
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休 日 診 療休 日 診 療
受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　診療科目にかかわらず、必ず電話で確認のうえ、受診してください

●印は病医院所在地
○内は診療科目

この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、小金
井市薬剤師会の協力
で実施しています。

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

休日歯科診療休日歯科診療
診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時
※　応急処置に限ります

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

薬局薬局 午前９時〜正午
午後１時〜５時

６
月
２
日（
日
）
６
月
９
日（
日
）

桜 

町 

病 

院
内
小

桜町1―2―20
☎042―383―4111

至武蔵小金井駅北口
桜町病院前

マ
ン
シ
ョ
ン
修
道
院

修
道
院

玉川上水
五日市街道

小
金
井
街
道

武蔵小金井駅

武
蔵
小
金
井
ク
リ
ニッ
ク

内
循
呼
胃

本町5―19―33
☎042―384―0080

北口

小
金
井
街
道

飲食店

銀行

む
さ
こ
の
も
り
ク
リ
ニッ
ク
小
児
科・内
科

本町6―2―30
SOCOLA武蔵小金井クロス2階
☎042―316―3085

内
小

前
原
坂
上
交
差
点

小
金
井
街
道

南口

武蔵小金井駅

連雀通り

連雀通り連雀通り

宮
本
内
科
医
院

内
循
消
呼

中町3―7―4
☎042―381―2219

至武蔵小金井駅
南口

前原坂上
交差点

一小
図書館

小
金
井
街
道

菊
地
脳
神
経
外
科・整
形
外
科

整
神
内

内

リ 

ハ

東町3―12―11
☎0422―31―1220

東小金井駅

自動車
　教習所南口

西武多摩川線

脳
外

東町4―16―30
☎042―388―4976

田
中
整
形
外
科

整
リ 

ハ
リ 

ウ

農工大通り
至東小金井駅南口

連雀通り
交
番

新
小
金
井
駅
西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線

か
わ
だ
耳
鼻
咽
喉
科

耳

梶野町5―10―54
グランピア1F
☎042―384―8714

北大通り

北口

けやき
保育園

東小金井駅

梶野公園

武蔵小金井駅

小
金
井
皮
膚
科
ク
リ
ニッ
ク

皮
ア

本町5―19―30
☎042―385―0233

北口

小
金
井
街
道

小
皮 銀行

小
松
外
科
胃
腸
科

外
胃

本町2―20―20
☎042―381―3346

至武蔵小金井駅
北口

北大通り

至小金井橋
本町２丁目
交差点

小
金
井
街
道

科
内
器
吸
呼
い
ね
が
こ
新

東町4―8―13 登川ビル１階
☎042―380―9080

交番

東小

線
川
摩
多
武
西

金
小
新

駅
井

農工大通り

ア
内

呼
内
小
呼
内

平
田
歯
科
医
院

東町4―5―13
☎042―384―6619

西武多摩川線
交番

雑
貨
店

新
小
金
井
駅

連雀通り

鹿
島
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニッ
ク
本町5―38―32
ライオンズマンション武蔵小金井第3-101号
☎042―388―2111

武蔵小金井駅

北大通り

スポーツクラブ
本町2丁目
交差点小

金
井
街
道北口

東京都・子供
の健康相談室

受付時間▷平日＝午後６時〜翌朝
８時▷休日（土曜・日曜・祝日）
＝午前８時〜翌朝８時☎＃８０００＝
プッシュ回線の固定電話、携帯電
話☎０３−５２８５−８８９８

２４時間テレホ
ンサービス

▷東京消防庁救急相談センター
☎＃７１１９＝プッシュ回線の固定電
話、携帯電話
☎０４２−５２１−２３２３

▷東京都保健医療情報センター・
医療機関案内ひまわり
☎０３−５２７２−０３０３
聴覚障害者向け専用
 ０３−５２８５−８０８０FAX

小児救急
（３６５日２４時間）

▷武蔵野赤十字病院
武蔵野市境南町
１−２６−１
☎０４２２−３２−３１１１

プロン薬局小金井店

（ ）本町1−1−4　1F
☎042−316−1105

調剤薬局北なが

（ ）本町5−18−13
☎042−381−2906

イサク薬局

（ ）桜町1−8−4
☎042−380−5560

たま調剤薬局（東町店）

（ ）東町3−11−18
☎0422−39−5778

■小金井市で投票できる方

▽平成１８年７月８日までに生まれ、令和６年３
月１９日以前から引き続き小金井市に住所があ
り、住民基本台帳に記録され選挙人名簿に登録
されている方

▽令和６年３月２０日以降に小金井市から都内の
市区町村に転出した方で、小金井市の選挙人名
簿に登録されている方および３月１９日までに都
内の市区町村に転出し、新住所地の選挙人名簿
に登録されておらず、小金井市の選挙人名簿に
登録されている方
　この場合、新住所地の市区町村長の発行する
「住民票の写し」等があると確認に伴う時間が
省略できるため、スムーズに投票ができます。
■前の住所地で投票できる方
　令和６年３月２０日以降に、都内の市区町村か
ら小金井市に転入した方で、前の住所地の選挙
人名簿に登録されている方
　この場合、小金井市長が発行する「住民票の

写し」等（市民課で選挙用として無料で交付）
を、持参していただくと確認に伴う時間が省略
できるため、スムーズに投票ができます。
■市内で住所を移した方
　６月４日以降、市内で住所を移した方は、前
の住所地の投票所で投票してください。
■代理・点字投票
　身体が不自由で投票用紙に書くことが困難な
方は、代理投票（係員が代筆）ができます。ま
た、目の不自由な方は、点字による投票ができ
ます。
　希望する方は、各投票所の係員にお申し出く
ださい。
■入場整理券
　投票所には、入場整理券をお持ちください。
（６月１８日発送予定）
　入場整理券が届かない場合や紛失しても、選
挙人名簿に登録されていれば投票できますの
で、投票所の係員にお申し出ください。

■選挙公報
　候補者の政策や経歴などを掲載した選挙公報
は、７月５日までに各家庭に配布するほか、市
ホームページからご覧いただけます。
■不在者投票

▽ 病院・老人ホームなどに入院等している方
は、その施設が不在者投票指定施設であれば、
その施設内で投票できます。お早めに施設の方
に申し出てください

▽投票日に、仕事や出産などで市外に滞在する
方は、滞在地の選挙管理委員会で不在者投票が
できます
　小金井市の選挙管理委員会あてに、不在者投
票用紙の請求をしてください。
■小金井市で不在者投票を行う場合
d６月２１日（金）～７月６日（土）午前８時３０
分～午後８時
b市役所第二庁舎６階選挙管理委員会事務局

投票日は７月７日（日）
午前７時～午後８時

■開設期間
７月2日（火）、３日（水）午前９時～
午後８時

■開設期間
６月２１日（金）～７月６日（土）午前８
時３０分～午後８時

■開設期間
７月４日（木）、５日（金）午前９時～
午後８時
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駅開設記念館前

東小金井駅
開設記念会館

JR中央線
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N

※駐車場は、身体
の不自由な方のみ
利用できます
（１台分）

前原町西之台会館 東小金井駅開設記念会館・
マロンホール 市役所第二庁舎６階

　任期満了（７月３０日）に伴う東京都知事選挙は、６月２０日に告示され、７月７日に投票が行われます。
　貴重な一票を投票しましょう。
i選挙管理委員会事務局（市役所第二庁舎６階☎０４２−３８７−９８８１）

■期日前投票所のご案内
　今回の選挙では、期日前投票所
が３か所となります。それぞれ開
設日時が異なりますので、ご注意
ください。

■期日前投票
　投票日に、仕事やレジャー・冠
婚葬祭等の用務がある方は、期日
前投票所で投票ができます。
【宣誓書（兼請求書）】
　入場整理券の裏面に期日前投票
用の「宣誓書（兼請求書）」を印
刷していますので、あらかじめ記
入してお持ちいただくとスムーズ
に投票できます。

　開票は即日開票で、午後９時から総合体育館で行います。市内の有権者であれば、どなたでも参観できます。開票速報は市ホームページに掲載し
ます。

■総合体育館で即日開票

東京都知事選挙東京都知事選挙
明るい選挙キャラクター
選挙のめいすいくん

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 6・6・1 12




